
10月26日  ラ フェスタ ミッレ ミリア201910月26日  ラ フェスタ ミッレ ミリア2019

10月29日  園児による稚魚放流10月29日  園児による稚魚放流
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冬
ま
つ
り
物
産
展

出
店
者

募　

集

問
申

令
和
２
年

新
春
市
民
の
集
い
参
加
者

人
物
デ
ッ
サ
ン
教
室

参
加
者

問
申

生
涯
学
習
活
動
を
行
う
団
体

な
ど
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す

お
知
ら
せ

問
申

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

講
演
会

問
申

今月の納期

 ２日　後期高齢者医療
　　 　保険料４期
25日　固定資産税３期
25日　国民健康保険税６期
25日　介護保険料５期

ラジオ広報番組
好評放送中

FM きたかた

78.2  MHZ
ほっとチャンネル

月～金
午後０時15分

広報きたかた　2019. 12　⑯☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情報の詳細について
は、　　へ連絡してく
ださい。

問

 

日
時　
令
和
２
年
２
月
８
日（
土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、９
日

（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

 

場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

な
ど

 

募
集
数　
49
ブ
ー
ス
程
度（
飲

食
不
可
）

 

出
店
料　
１
ブ
ー
ス
４
０
０
０

円（
面
積
２･

３×

２
ｍ
、テ
ー

ブ
ル（
１･

８×

０･

４
５
ｍ
）

１
〜
２
台
、椅
子
２
脚
）

※

変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

 

申
込
期
限　
12
月
13
日（
金
）

 

申
し
込
み
方
法　
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

観
光
交
流
課  

観
光
物

産
振
興
室

☎（
24
）５
２
９
６

 
日
時　
令
和
２
年
１
月
６
日

（
月
）午
前
10
時

 

場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ

 

会
費　
１
０
０
０
円

 

申
込
期
限　
12
月
16
日（
月
）　

※

申
込
期
限
後
に
申
し
込
ん

だ
場
合
は
、出
席
者
名
簿
に
名

前
が
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

 

申
し
込
み
方
法　
会
費
を
添
え

て
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調

整
班

☎（
24
）５
２
０
９
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

日
時　
令
和
２
年
１
月
11
日

（
土
）〜
13
日（
月
・
祝
） 

午
前

10
時
〜
正
午

 

場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ
２
階
視

聴
覚
室

 

対
象　
小
学
４
年
生
以
上

 

講
師　
後
藤  

學 

氏（
画
家
）

 

定
員　
15
人 ※

先
着
順

 

持
参
品　
鉛
筆（
Ｈ
Ｂ
、Ｂ
、２

Ｂ
数
本
。木
炭
、

コ
ン
テ
も
可
）、

消
し
具 ※

画

用
紙
な
ど
は
準
備
し
ま
す
。

 

申
し
込
み
方
法　
電
話
、ま
た

は
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

美
術
館

☎（
23
）０
４
０
４

 

対
象　
過
半
数
が
市
民
で
構
成

さ
れ
る
、各
種
団
体
、サ
ー
ク

ル
、学
習
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
主

催
す
る
、10
人
以
上
が
参
加
す

る
学
習
会
そ
の
他
の
取
り
組
み

 

対
象
外
の
学
習
会　
公
序
良
俗

に
反
す
る
内
容
、政
治
活
動
・

営
利
目
的
、宗
教
団
体
が
実

施
、他
か
ら
財
政
支
援
を
受
け

て
い
る
、講
師
が
実
施
団
体
の

構
成
員

 

派
遣
回
数　
１
つ
の
団
体
に
つ

き
、１
年
度
内
２
回

 

申
請
方
法　
申
請
書
に
学
習
会

な
ど
の
収
支
予
算
書
を
添
付

し
、窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※

提
出
後
、内
容
を
審
査
し
そ

の
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　
　
　

中
央
公
民
館　
企
画
事

業
係

☎（
24
）４
８
１
１

 

内
容　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
基
礎
知
識
や
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
な
ど
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。



問
申

防
災
ラ
ジ
オ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

開
設
場
所
移
動
の
お
知
ら
せ

問
申

無
料
相
談
会

問
申

問
申

問

裁
判
手
続
き
案
内

年
末
年
始
の
ご
み
処
理

 
日
時　
12
月
16
日（
月
） 

午
後
１

時
30
分
〜
３
時（
開
場:

午
後

１
時
）

 

場
所　
大
会
議
室（
本
庁
舎
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

 

講
師　
佐
藤　
理
夫　
氏（
福
島

大
学
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学

類
教
授
）

 

定
員　
40
人

 

対
象　
市
民
・
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
方

 

申
し
込
み
方
法　
電
話
、ま
た

は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調

整
班

☎（
24
）５
２
０
９

 

変
更
前　
市
役
所
ホ
ー
ル
棟
１
階

 

変
更
後　
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

情
報
政
策
課
事
務
室
内

※

業
務
内
容
に
変
わ
り
は
な

く
、防
災
ラ
ジ
オ
の
受
領
予

約
・
配
付
お
よ
び
ラ
ジ
オ
の

不
具
合
対
応
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

※
配
付
業
務
に
つ
い
て
は
、塩

川
総
合
支
所
住
民
課
窓
口
で

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

予
約
受
付　
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く（
火
）〜（
金
）午
前
10

時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

　
　
　

喜
多
方
市
防
災
ラ
ジ

オ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０（
８
０
０
）２
５
１
１

　

司
法
書
士
相
談
会

 

内
容　
不
動
産
・
会
社
の
登
記
、

債
務
整
理
、家
庭
裁
判
所
へ
の

申
し
立
て
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

 

定
員　
８
人
程
度

　

行
政
書
士
相
談
会

 

内
容　
相
続
、遺
言
、成
年
後
見

や
許
認
可
、法
人
設
立
、離
婚

問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

 

定
員　
６
人
程
度

　

【
共
通
事
項
】

 

日
時　
12
月
17
日（
火
） 

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　
本
庁
舎
１
階
相
談
室

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。 

電

話
、ま
た
は
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
　
　

生
活
防
災
課　
市
民
生

活
係

☎（
24
）５
２
０
８

 

内
容　
金
銭
、土
地
・
建
物
、家

庭
や
親
族
の
問
題

 

日
時　
12
月
20
日（
金
） 

午
前

10
時
〜
午
後
３
時

※

12
月
17
日（
火
）ま
で
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

 

場
所　
厚
生
会
館
第
１
会
議
室

　
　
　

福
島
地
方
裁
判
所
会

津
若
松
支
部

☎
０
２
４
２（
26
）５
７
２
５

 

家
庭
ご
み
収
集　
12
月
31
日

（
火
）〜
令
和
２
年
１
月
３
日

（
金
）ま
で
収
集
を
休
み
ま
す
。

 

粗
大
ご
み
な
ど
の
自
己
搬
入　

環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
は
、

12
月
28
日（
土
）正
午
ま
で
受

け
入
れ
ま
す
。

　

年
明
け
は
、１
月
４
日（
土
）

か
ら
受
け
入
れ
を
始
め
ま
す
。

　
　

環
境
課　
環
境
推
進
係

☎（
24
）５
２
６
１
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

広報きたかた　2019. 12　⑰

情報ステーション

（山都町出身・きたかた応援大使）
※福島県出身者奨学金制度あり

問 喜多方消防本部 ☎（22）6213

　年末年始は火気使用の増加に伴い、 火災
　　　　　　発生の危険が増大することが
　　　　　　予想されます。 火の取り扱い
　　　　　　には十分注意して下さい。

　冬場の入浴は、 暖かい居間から寒い風呂
場へ移動するため、 熱を奪われまいと血管
が縮み血圧が上がります。 お湯につかると
血管が広がり急に血圧が下がり、 血圧が何
回も変動することになります。
　血圧の変動は心臓に負担を
かけ、 心筋梗塞や脳卒中に
つながりかねません。　
　ヒートショックの予防
のため、 脱衣所やトイレ
は暖めましょう。

問 都市整備課　建築景観係  ☎（24）5267

　12月を迎え、これから
冬本番となります。
　屋根の雪止めの設置、
雪囲など、 空き家の適正
な管理をお願いします。

み
ち　
お
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内
容  

相
談
は
、無

料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。  

人
権
擁

護
委
員
お
よ
び
法

務
局
職
員
が
対
応

し
ま
す
の
で
、  

気

軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、  

期
間
中

は
、  

喜
多
方
プ
ラ

ザ
の
ロ
ビ
ー
で
、人
権
擁
護
作

品
展
も
同
時
開
催
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

   

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課

☎
０
２
４（
５
３
４
）１
９
９
４

 

内
容  

精
神
的
な
悩
み
で
お
困

り
の
方
、ま
た
そ
の
家
族
の
方

の
相
談
に
、精
神
科
医
師
が
応

じ
ま
す
。

※

費
用
は
無
料
で
す
が
、電
話

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

 

日
時  

12
月
17
日（
火
） 

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

場
所  

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

 

内
容  

思
春
期
・
青
年
期
に
ひ

き
こ
も
る
子
供
の
抱
え
る
問

題
、そ
の
対
応
の
学
習
会
、情

報
の
提
供
、ま
た
参
加
者
同
士

の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

い
ま
す
。

※

初
め
て
参
加
す
る
方
は
、事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

 

日
時  
12
月
20
日（
金
） 

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

場
所  

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

 

内
容  

家
屋
を
新
増
築
し
た
場

合
、そ
の
部
分
の
固
定
資
産
税

が
新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。そ

の
税
額
を
決
定
す
る
た
め
に

家
屋
評
価
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、完
成
後
は
早
目

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、家
屋
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
、「
家
屋
取
壊
届
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
他
、

登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
を

売
買
・
贈
与
・
相
続
し
た
場

合
は「
納
税
義
務
者
変
更
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、届
出
用
紙
は
窓
口
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

   
税
務
課  

固
定
資
産
税
係

☎（
24
）５
２
１
８
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

受
付
時
間  

月
曜
日 

（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
） 

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
曜
日
〜
金
曜
日 

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日 

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

　

   

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

 

日
時
と
場
所

12
月
12
日（
木
） 

第
１
会
議
室

（
本
庁
舎
３
階
）

令
和
２
年
１
月
９
日（
木
） 

第
３

会
議
室（
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

12
月
４
日（
水
）〜
10
日（
火
）

第
71
回
人
権
週
間

お
知
ら
せ

問

みんなの人権110番  0570（003）110
子どもの人権110番  0120（007）110
女性の人権ホットライン  0570（070）810

心
の
健
康
相
談

問
申ひ

き
こ
も
り
家
族
教
室

問
申家

屋
の
異
動
に
つ
い
て

税

電
話
で
の
年
金
相
談

年　

金

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

問

問

喜多方から元気発信
第12回雪小法師コンテスト開催と参加団体の募集

 内容  「ふるさと喜多
方蔵の市（小荒井初
市）」に合わせて、雪小
法師コンテストを開
催します。
 制作日  令和２年１月８日（水）～11日（土）午
前９時～午後３時
 表彰式  令和２年１月12日（日）午後３時
※作品は１月14日（火）まで展示します。
 申込期限  12月25日（水）
 場所  ふれあい通り特設会場

問 申 喜多方観光物産協会 ☎（24）5200

制作テーマ 喜多方オリンピック小法師
～参加することに意義がある～



 
相
談
時
間  

１
人
30
分
程
度

※
事
前
に
予
約
し
た
方
の
み

利
用
で
き
ま
す
。必
ず
相
談
日

の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で

に
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、予

定
人
数
と
な
り
次
第
締
め
切

り
と
な
り
ま
す
。

　

   

会
津
若
松
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
27
）５
３
２
１

 

内
容  

国
民
年
金
基
金
は
、自

営
業
の
方
や
そ
の
家
族
、自
由

業
、学
生
な
ど
の
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
の
方
々
が

ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
国
民
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。

　

加
入
で
き
る
方
は
、国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
方
、お
よ
び
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
方

で
す
。

　

掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
と
な
り
、所
得
税
と
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。受
け

取
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

税
制
面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

加
入
は
任
意
で
、ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
に
合
わ
せ
て
年
金
額
や

受
取
期
間
を
設
計
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、早
期
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
、一
部
の
年
金
タ
イ
プ

を
除
き
、家
族
に
遺
族
一
時
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

   

全
国
国
民
年
金
基
金  

福

島
支
部

☎
０
１
２
０（
65
）４
１
９
２

広報きたかた　2019. 12　⑲

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
へ

「
国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内
」

問

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル  

ロ
ー
ゴ  
ヨ   

イ   

ク   

ニ問 申 企画調整課　企画調整班  ☎（24）5209

　令和元年度の寄附状況は10月末現在で、 
596人の方から908万1,000円お寄せいた
だきました。 ご協力ありがとうございます。

中国江蘇省宿遷市を訪問しました

問 企画調整課　企画調整班 ☎（24）5209

ユースプレイスin喜多方
自分が前向きになれる
場所、汗を流す場所、ほ
っとひと息つける場所、
居心地のいい場所、そん
な場所を提供します。

 対象  おおむね15～39歳の方（条件により、59歳
まで対応可）
 開所日時  月・火・木曜日 午前10時～午後３時
 場所  ヨークベニマル喜多方店２階
 プログラム  専門のスタッフが、参加者のペース
に合わせてコミュニケーションスキルアップ・
就労意欲を高めるためのプログラム・スポーツ
活動などにより自立を支援します。
また、相談にも対応します。
問 社会福祉課  福祉総務係 ☎（24）5257
一般社団法人  福島県若年者支援センター
☎0242（36）7077

問

　市長をはじめとする訪問団が10月28日から
11月1日までの間、宿遷市を訪問し、お互いの友
好交流と経済、貿易の交流を促し積極的に教育、
文化、観光など全ての分野で協力を展開させる
とし、友好都市関係締結に関する意向書に調印
しました。
　今後の具体的な交流について検討し、友好交
流を進めてまいります。
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問

投票所のバリアフリー

〈市民〉　投票は全て外履きのままできるようにしてほしいというのが私の希望です。理由は、１つにはスムー
ズに投票できるので、投票率が上がります。２つには、車イスや装具を付けている方が履き替えずに済むから
です。課題はあると思いますが、貸す方の立場よりも投票する立場に立って、障がいのある方も権利を行使し
やすいようにしてほしいです。
〈市長〉　主権者は国民です。特に投票率が下がりつつありますので、市県国の重要な方向付けをするために安
心して安全に投票できることを最も考えなければならないと思います。構造的に難しい投票所もありますが、
選挙管理委員会と協議して、投票しやすい投票所づくりを考えます。

高齢者の移住施策

〈市民〉　これまでは所有する施設を学生の合宿に活用してきましたが、これからは高齢者の施設として活用し
たいと考えています。食堂も畑もありますし、料金は年金で賄える金額です。老後を楽しみながら生活したい
という方に紹介してほしいと思います。
〈市長〉　自然に恵まれて、土に親しみながら暮らすことも必要です。若者だけではなく、高齢者も対象に説明し
たいと思いますし、単身はもちろんですが、グループやコミュニティ単位で生活を送るのもいいですね。

塩分を控えた食事による市民の健康の向上

〈市民〉　85歳の母と二人暮らしで、減塩をしたいと思って料理しています。病院でも減塩指導はあるのですが、
地域で簡単に減塩できる料理教室があればいいなと思います。
〈市長〉　いろいろなイベントで出向いて、説明したりしています。さまざまな取り組みをしており、栄養教室な
ど市民の皆さん向けに教室も開いているので、気軽に問い合わせてください。

防　災

〈市民〉　市のホームページに避難所のページがありますが、その中に福祉避難所があります。旧喜多方市では
総合福祉センターとなっていて、想定収容人数は12人です。しかも、「一般の避難所での状況を判断した上で
開設される二次的避難所であり、原則として、最初から避難所として利用することはできません」とあります。
なぜ、最初から利用してはいけないのでしょうか、また想定収容人数の12人は少ないのではないでしょうか。
〈市長〉　福祉避難所は誰でも利用できるわけではなく、一般の避難所では対応できない場合に市の判断で開設
されることになっています。しかし、異常気象が常に起きる状況になっていますから、一般の避難所も市内の
病院や福祉施設などとも連携して、避難者の状態に合わせた対応ができるようにしたいと考えています。原則
として、最初から利用はできませんが、災害によっては可能かもしれません。詳しくは担当から説明させます。

宴会では食べきり作戦「３０・１０運動」
さんまる　　　   いちまる

　「食品ロス」が社会的問題となっています。年末年始は宴会が多くなる時期です。
　宴会での食べ残し量は、ランチや定食の５倍というデータがあります。食べ残しを減らして食品
ロスを削減するために、「食べ切り作戦30･10運動」を実践しましょう。
宴会前
　・参加者の好みや食べ切れる量をチェックして、お店やメニュー選びに
　   活用しましょう。
　・食べ切れる量のメニュー、コースを選びましょう。
宴会時
　①  幹事さんから「おいしく残さず食べ切ろう」との声かけを。
　②  乾杯後の30分間は、なるべく席を立たずできたての料理をじっくり味わいましょう。
　③  苦手な料理は、みんなで分け合いましょう。
　④  終了10分前に、幹事さんから「自席に戻り、お料理を食べ切ろう」との声かけを。
　⑤  終了前の10分間は、自席に戻って残っている料理を食べ切りましょう。
宴会終了後
　・それでも残ってしまった料理は、お店に確認して持ち帰りましょう。
　　環境課  環境推進係  ☎（24）5261

問 企画調整課　広報広聴係  ☎（24）5206
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　降雪に備え交通の確保と市民生活の安定
を図り、除雪作業の万全を期すため、市民の
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　市内各所に除雪車（歩道除雪車を含む）を配置し、降雪に備える体制を確立します。除雪作業はおおむね
15センチの積雪があった場合に出動しますが、効率的な除雪作業を行うため、次の点に協力をお願いします。

被害・災害の問い合わせは

生活防災課 ☎（24）5221
または各総合支所住民課

除雪・消雪の問い合わせは

建設課管理係 ☎（24）5245
または各総合支所産業建設課

喜多方建設事務所（国県道） ☎（24）5720

除雪作業は１５センチ以上の積雪で出動します

安全で
効率的な に

ご協力を
除雪作業

雪捨ては指定された場所へ運搬してください

除雪の要請は、必ず行政区長を通じて連絡ください。
　個人からの除雪の要請には応じることはできません。

路上駐車はしないでください。
　路上駐車は大変危険であり、かつ除雪作業に支障を来すためしないでください。

危険な箇所などには目印を設置してください。
　毎年「除雪作業によって門・塀などが破損した」という報告が寄せられます。被害が予想される箇所、
危険な箇所などには、あらかじめ目印を設置するなど各自で予防策を講じてください。

消雪施設のある道路ではモラルのある運転を心がけください。
　消雪散水中の道路を自動車で通行する際は、歩行者（特に通勤・通学時間帯）に水がかからないよう
スピードを落とし、モラルのある運転を心掛けてください。

除雪機械運行管理システムを導入しています。
　本システムにより、除雪車両の稼働状況をリアルタイムで確認し、問い合わせへの迅速な対応や
除雪作業の効率化を図っています。

　次の箇所を雪捨場として予定しています。
濁 川 流 域の 河 川敷 （３箇所）　→　下三宮橋上流東側※、新町橋下流西側、新宮橋下流西側
大塩川流域の河川敷 （１箇所）　→　熊倉橋上流東側
一ノ戸川流域の河川敷 （１箇所）　→　太田橋上流東側
※上三宮小学校の通学路となっていますので、児童の安全確保のため、登下校の時間帯 【平日：午前
７時～午前８時30分・午後３時～午後５時】は雪捨てをしないでください。

屋根からの雪・個人の敷地内の雪に責任を持ち対応してください。
　屋根からの雪（なだれ）が道路に落ちた場合は、建物の所有者が片付けてください。なだれ止めや
 「なだれ危険」の注意喚起の看板を設置するなど歩行者に被害がないようにしてください。
　また、除雪した道路に個人の敷地内の雪を捨てることは、交通事故や交通の障害の原因になり危険
です。また、除雪作業の効率低下につながりますのでしないでください。
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た
功
労
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市
表
彰
の
今
年
度
の
受
賞
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、
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彰
式
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、喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
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ン
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た
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自
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労
の
ほ
か
教
育
文
化
功
労
な
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賞
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ん
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辞
を
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ま
し
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。

◆
多
年
に
わ
た
り
喜
多
方
市
議
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と

　

し
て
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政
進
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に
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佐
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納
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岸
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都
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・
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一
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多
方
・
真
木
）
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孝
雄
さ
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川
町
・
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府
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◆
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年
に
わ
た
り
御
清
水
行
政
区
長
と
し

　

て
市
政
進
展
に
貢
献

　

穴
澤  

明
さ
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喜
多
方
・
御
清
水
）

◆
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年
に
わ
た
り
慶
徳
公
民
館
長
と
し
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生
涯
学
習
・
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会
教
育
の
進
展
に
貢
献

　

夏
井  

永
光
さ
ん（
喜
多
方
・
舞
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田
）

◆
多
年
に
わ
た
り
喜
多
方
市
体
育
協
会
の

　

要
職
に
就
か
れ
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ー
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の
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興
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男
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◆
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献
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◆
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◆
多
年
に
わ
た
り
ス
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推
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興
に
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献
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敬
子
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◆
多
年
に
わ
た
り
会
津
い
い
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津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合
の
要
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就

　

か
れ
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興
に
貢
献
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一
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さ
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◆
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た
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

喜
多
方
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
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献
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幸
太
郎
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喜
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方
・
関
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）

市功労者を表彰

自　

治　

功　

労

教
育
文
化
功
労

産
業
経
済
功
労

自治功労など  個人・団体が受賞
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徳
太
郎
さ
ん（
郡
山
市
）

◆
本
市
に
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
多
額

　

の
金
員
を
寄
附
さ
れ
、市
政
進
展
に
貢
献

　

株
式
会
社
ヤ
マ
コ

　

代
表
取
締
役  

花
摘  

哲
也
さ
ん（
喜
多
方
・

　

太
田
）

◆
本
市
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
寄
贈
さ
れ
、

　

市
政
進
展
に
貢
献

　

四
国
電
気
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役  

髙
橋  

和
重
さ
ん（
喜
多

　

方
・
下
柴
）

◆
本
市
に
日
中
線
記
念
自
転
車
歩
行
者
道

　

へ
の
ベ
ン
チ
を
寄
贈
さ
れ
、利
用
者
の

　

利
便
性
向
上
お
よ
び
観
光
の
振
興
に
貢

　

献

　

会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所

　

会
頭  

佐
藤  

富
次
郎
さ
ん（
喜
多
方
・
幸

　

町
）

　

   

総
務
課 

行
政
係

☎（
24
）５
２
０
４

問

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

善　
　
　

行

蓮沼  超男さん
（喜多方・押切南）

旭
日
双
光
章

　

公
益
社
団
法
人
福
島
県
食
品
衛
生
協
会

副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、多
年
に
わ
た
り

地
域
の
食
品
衛
生
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。 秋

の
叙
勲  

受
章
者

技
能
功
労
者
表
彰

　

優
れ
た
技
術
を
有
し
、産
業
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
後
継
者
の
育

成
な
ど
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

た
功
労
者
に
贈
り
ま
す
。

◆
技
能
功
労
者

　

お
菓
子
の
ヤ
マ
グ
チ

　

山
口  

勝
美
さ
ん（
喜
多
方
・
塗
物
町
）

　

日
吉
工
業
株
式
会
社

　

峯
岸  

賢
司
さ
ん（
熱
塩
加
納
町
・
五

　

目
）

　

関
口  

冨
士
雄
さ
ん（
山
都
町
・
木
曽
）

◆
優
秀
中
堅
技
能
者

　

マ
ツ
モ
ト
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社

　

樋
口  

善
文
さ
ん（
喜
多
方
・
太
郎
丸
）

　

   

商
工
課  

商
工
業
・
雇
用
・
創
業

支
援
室  

☎（
24
）５
２
３
３

問
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財政状況

　　財政課　財政係☎（24）5213問

９月末現在の一般会計収入率は43.3％、執行率は36.0％

市債（市の借り入れの状況）
市債総額：359億9,370万円

下水道事業特別会計
73億6,509万円

一般会計
249億3,625万円

水道事業会計
24億7,602万円

塩川駅西土地区画整理事業特別会計
5,077万円

農業集落排水事業特別会計
９億4,187万円

令和元年度各会計の執行状況 (９月末現在 ) 単位：万円

会 計 区 分 予算額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

一 般 会 計

特

別

会

計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

公有林整備事業特別会計

工業団地造成事業特別会計

塩川駅西土地区画整理事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

駒形財産区特別会計

一ノ木財産区特別会計

早稲谷財産区特別会計

266億6,629

54億2,500

5億4,570

58億1,961

689

1億3,608

2,292

1億9,283

14億7,360

1,410

3,851

1,833

115億5,628
95億8,765
20億742
20億999
1億6,310
1億5,737
25億1,716
23億6,144

174
251
0
45
2

1,142
1,226
7,731
9,718

6億2,279
1
5
0
5
0
5

43.3
36.0
37.0
37.1
29.9
28.8
43.3
40.6
25.3
36.4
0.0
0.3
0.1
49.8
6.4
40.1
6.6
42.3
0.1
0.4
0.0
0.1
0.0
0.3

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

一般会計…主に福祉・教育・土木・
衛生などの地方公共団体が基本的
な施策を行うための会計です。施策
を行うための収入には、市税・地方
交付税・国庫支出金などが充てら
れます。

特別会計…特定の収入をもって特
定の施策を行うために設けられて
いる会計です。一般会計が市税など
を収入としているのに対して、介護
保険料や国民健康保険税、下水道使
用料などを収入としています。 
　会計は単一で経理をするのが理
想的ですが、行政活動は広範で多岐
にわたるため、特定の目的について
は、特別会計を設置することで施策
や資金運用の状況を明確にしてい
ます。 

繰越金…当該年度内に支出が終わ
らない見込みのあるものについて、
例外的に翌年度に繰り越して使用
することができるものです。
 
市　債…建設事業などの財源を調
達するために行う長期の借金です。
市役所庁舎の建て替えや学校の耐
震化、道路や上・下水道の整備など
のため、政府資金や金融機関から借
り入れています。施設は、何十年も
使うもので、今、税金を納めている
世代の人だけでなく、広い世代に分
けて、少しずつ負担していくことが
公平であると考えているため、長期
にわたり返済します。

　年２回、財政状況を皆さんにお知らせしています。今回は令和元年度一
般会計および特別会計予算の執行状況（令和元年９月30日現在）についてお知らせします。
　令和元年度一般会計予算の収入と支出の状況（繰越金を含む）は、９月末現在で予算総額266億6,629万円
に対し、収入率が43.3％（収入済額115億5,628万円）、執行率が36.0％（支出済額95億8,765万円）となって
います。
　今後も行財政改革に積極的に取り組み、最少の経費で最大の効果を挙げるよう計画的、効率的な財政運営
に努め、市の将来の都市像である「力強い産業　人が輝く　活力満ちる安心・快適なまち」の実現に向けた諸
施策を推進していきます。

工業団地造成事業
特別会計

２億2,370万円

財政状況公表に係る用語の意味
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水道事業（公営企業）の業務状況

令和元年度経理状況 (９月末現在)

○収益的収入および支出(損益勘定) 単位：万円

収

入

区 分 予算額 調定額 調定率
営 業 収 益 52.3

6.3
100.0
44.5

29.0
31.1
13.5
0.0
29.1

5億2,718
1,290
1

5億4,009

3億1,897
1,990
27
0

3億3,914

10億822
2億487

1
12億1,310

10億9,829
6,409
200
100

11億6,538

％
営 業 外 収 益 ％
特 別 利 益 ％

計 ％

支

出

区 分 予算額 執行額 執行率
営 業 費 用 ％
営 業 外 費 用 ％
特 別 損 失 ％
予 備 費  ％

計 ％

○資本的収入および支出(資本勘定) 単位：万円

収

入

区 分 予算額 調定額 調定率
28.1
0.0
0.0
0.0
11.3

68.1
91.9
49.7
0.0
61.6

2,794
0
0
0

2,794

3億338
773

1億2,542
0

4億3,653

9,927
5,000
9,755
22

2億4,704

4億4,524
841

2億5,216
300

7億881

％出 資 金 ％
補 助 金 ％
負 担 金 ％
繰 入 金 ％

計 ％

支

出

区 分 予算額 執行額 執行率
建 設 改 良 費 ％
固定資産購入費  ％
企業債償還金 ％
予 備 費 ％

計 ％

資本勘定：施設の建設改良に関する投資的な収入と支出で、
将来の経営活動の基礎となり、収益に結びついていくものを
いいます。 

損益勘定：経営活動によって発生する全ての収入と支出で、
資本勘定以外のものをいいます。 

問

　年２回、水道事業の経理状況を皆さんにお知らせしています。
　今回は、令和元年度水道事業会計の９月末現在の経理状況などについてお知らせします。
　損益勘定では、調定率が44.5％（調定額５億4,009万円）、執行率29.1％（執行額３億3,914万円）となってい
ます。
　水道事業の経営は、法律で独立採算制を基本にすることになっており、維持管理費、修繕費などの経費は、
利用者の皆さんからの水道料金により賄われています。
　日常安定的に水道水を供給していくため、施設の維持管理および建設・改良などの事業を推進し、経費の
節減と効率的な業務運営により、一層の経営健全化を図るとともに、安全・安心でおいしい水道水の供給に
努めていきます。
　   水道課　業務係☎（22）1561

①寺町地内において、老朽管の
布設替を行いました。
②東四ッ谷および塩川町上遠田
地内において、下水道工事に伴
い支障となった配水管の布設替
を行いました。
　　水道課　工務係☎（22）1556

◆令和元年度事業中間報告◆
改良工事「完了分」

問

上水道を利用の皆さんへ

冬期間は水道管の凍結に注意しましょう

　冬期間は積雪により検針ができませんので、認定（推定）料金
となります。期間は一部の地域を除き12月から翌年２月まで
で、積雪量により延長する地域もあります。12月からは認定
（推定）料金でいただきますが、実際に使用された分との差額は
３月以降の検針結果に基づき精算しますので、ご理解とご協力
をお願いします。 
　３月中旬からは、メーター付近の除雪にご協力ください。な
お、冬期間の検針を希望される方は水道課おさまセンターまで
申し出てください。その際は、検針日間近になりましたら除雪
などを行っていただくことになります。

　冬期間は、低温による凍結で水道管や蛇口の破損などが起こ
りやすいので、もう一度水抜栓の操作や電熱線の電源を確認し
てください。 
※入院などで長期間留守にするときは、凍結破損による漏水が
原因で多額の水道料金となる場合がありますので、必ず水道中
止の手続きをしてください。
　　水道課　お客さまセンター ☎（22）1507問
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各種相談日　　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩みご
とや困りごとなど気軽に相談してください。

日 時 場 所 相 談 員 予 約 先

12月 12日（木）
午前９時～11時30分

　　  13日（金）
午後１時～４時

　　  13日（金）
午前９時～11時

高郷公民館研修室

小原　良一 
行政相談委員 

生活防災課 
☎（24）5208

本庁舎１階
相談室

齋藤　利成
行政相談委員  

高郷総合支所住民課
☎（44）2111

坂内　常幸 
行政相談委員  

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

本庁舎１階
相談室

月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

權瓶　真弓
若林　理香 
消費生活相談員

消費生活センター
☎（24）5353

生活防災課 
☎（24）5208

川瀬　裕之
弁護士

毎月6日以降の情報を掲載しています。1日～5日までは先月号をご覧ください。 

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

12月 20日（金）
午前９時30分～
　　　午後３時30分

納 税 相 談　　　　　　　　開庁時間内（午前８時30分～午後５時15分）の納
税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。

日 時 場 所 問い合わせ先
税務課窓口
相談コーナー

税務課　税制収納班
☎（24）5219

24日（火）・27日（金）
午後５時15分～７時

子ども・子育て総合相談　　　　　　　　　　　　　　　妊娠時期から 
出産、子育てについての不安や児童の障がいな
どの相談を、窓口や電話、メールで受け付けて
います。 相談内容などの秘密は厳守します。

日 時 場 所 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　～午後５時15分

本庁舎１階
こども課

こども課　子育て支援班
☎（24）5229または各総合支所住民課

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

相
談
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

休日の当番医（初期救急）

休 日 病院・医院名
鳴瀬病院
（西四ツ谷）
☎（24）3333

手代木医院
（花園町）
☎（22）0034

福田耳鼻咽喉科醫院
（西四ツ谷）
☎（24）4187

藤井医院
（清水台）
☎（23）0023

12月  ８日（日）

15日（日）

22日（日）

１月  ５日（日）

休日の輪番制病院（２次救急）

休 日 病院・医院名
佐原病院
（塗物町）
☎（22）5321

会津医療センター
（会津若松）
☎0242（75）2100

有隣病院
（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院
（塗物町）
☎（22）5321

会津医療センター
（会津若松）
☎0242（75）2100

有隣病院
（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院
（塗物町）
☎（22）5321

有隣病院
（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院
（塗物町）
☎（22）5321

12月  ８日（日）

15日（日）

22日（日）

29日（日）

31日（火）

1月 1日（水・祝）

２日（木）

３日（金）

５日（日）

教育相談・就学相談　　　　　　　　　　　　　学校や家庭のこと、いじめや不登校、非行
などで悩んでいるあなた、そして保護者の方、一人で悩まずに相談しまし
ょう。秘密は守られますので、安心して相談してください。

日 時 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　　～午後５時

学校教育課　☎（24）5314
スクールカウンセラーへの相談は事前の予約が必要です。
詳しくは、各学校へ問い合わせてください。

女性専用メール相談
ＱＲコード

女性専用メール相談　　　　　　　　　　　　　女性ならではの悩み
や夫や親しい方からの暴力（DV）などに関する相談
を、女性相談員へ相談できる専用メールを開設し
ています。 相談内容などの秘密は厳守します。
市ホームページから申し込みできます。



　これからのまちづくりや子どもたちの未来、市民生活など「わくわくする
喜多方」の創造に向け市長と直接お話ししませんか。
◆対  話  者　市民の皆さんなら、どなたでも対話できます。
　※申し込みの際にお話ししたい内容（例：｢○○○なまちづくり｣など）、住所、
　　氏名、年齢、職業などをお知らせください。
◆対話時間　1人（組）25分以内

日　時 場　所 申込期限・申し込み先
12月10日（火）
　　　塩川総合支所 住民課 ☎（27）2111問 申

塩川
総合支所

12月 24日（火）
午前９時30分 ～ 11時30分

喜多方市美術館  information

問 美術館 ☎（23）0404

図書館だより

　○火～金…………午前９時30分～午後７時
　○土・日・祝日…午前９時30分～午後５時30分
◆休館日……… 12月９日（月）、16日（月）、23日（月）、
　　　　　　12月28日（土）～令和２年１月３日（金）
　　　図書館 ☎（22）1855問 申

◆開館時間

☆ブックスタート12月の開催日☆

☆おはなし会・各種講座☆

広報きたかた　2019. 12　㉗

■おはなしカーニバル
　12月22日（日）午前11時～正午
■おはなしドライブ
　12月8日（日）、１月５日（日）
　　午前11時～ 11時30分
■ちっちゃなおはなしかい
　12月19日（木）午前11時～ 11時20分
■ユニットおりがみ教室　 材料費：100円
　12月21日（土）午前10時～ 11時30分
■本の福袋
　令和２年１月４日（土）午前９時30分
　※なくなりしだい終了します。

● 12月19日（木）午前10時30分～ 11時
● 12月21日（土）午前10時～ 10時30分
● 12月22日（日）午前10時～ 10時30分
※対象の方は、前日までに図書館へ申し込んでく
ださい。当日は、母子健康手帳とブックスタート
絵本引換券を忘れずにお持ちください。

館蔵展 12月14日（土）～令和２年１月13日（月・祝）

白田誉主也 〈望郷〉
2010 年

展示解説
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〒966-8601

入社３年目の岩橋  綾子さんが紹介します

所 在 地　喜多方市松山町村松
　　　　　字常盤町2706
従業員数　70人
業　　種　酒類製造業
設　　立　創業1918年９月

　創業は大正7年。100年の歴史を持つ酒蔵です。2015年には、
ロンドンで行われるコンペティション（ＩＷＣ）において世界
No.１の賞をいただきました。
　「安らぎと喜び、そして感動を与えるものづくり」を企業理念
とし、社員一丸となって酒造りに取り組んでいます。

　勤怠システムを導入し、残業時間をしっかり管理していま
す。残業が多くなる業務に関しては、他の部署がサポートに入
るなどし、会社全体で残業時間削減に取り組んでいます。また、
育児休業や年次有休休暇の取得もしやすく、子育てと仕事の両
立がしっかりできます。

　事務の業務のほか、工場見学や直売所の接客もしています。
お客さまに「おいしい！」「また来たい！」と思っていただける
ように丁寧な接客を心掛け、「会津ほまれ」をより多くの方に
知って、楽しんでいただけるきっかけになればうれしいです。

ほまれ酒造株式会社 を 喜多方の企業
キラリと輝く事業所紹介

私たちの仕事

抱　負

ワーク・ライフ・バランスの取り組み

No.18

▲ 酒米や水はもちろんのこと、原料処理
　 から貯蔵に至るまで、酒造りの全てに
　 こだわり抜いています。

▲ 酒米や水はもちろんのこと、原料処理
　 から貯蔵に至るまで、酒造りの全てに
　 こだわり抜いています。

喜多方市の人口
（令和元年10月１日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、
死亡、転入、転出の数を加減して算出
した「福島県の推計人口」の数値を掲
載しています。

世帯数

人  口

出  生

転  入

16,806世帯

46,592人　

21人　

83人　

男

女

死  亡

転  出

22,185人

24,407人

68人

74人

　

11
月
18
日
、第
四
こ
ど
も
園
の
子

ど
も
た
ち
が
新
宮
熊
野
神
社
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

日
光
に
照
ら
さ
れ
た
黄
金
色
の
大

イ
チ
ョ
ウ
は
、神
々
し
く
佇
み
、お
参

り
を
す
る
子
ど
も
た
ち
を
優
し
く
見

守
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

で
す
。風
邪
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

商工課  商工業・雇用・創業支援室 ☎（24）5233問 申

　市内事業所を周知し、雇用を促進することや市内事業所のワーク・ライフ・バランスへの取り組みを推進
することを目的として、事業所を紹介しています。掲載を希望する事業所はご連絡ください。


